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町史編 だん よさ り

　

久
住
集
落
は
、
黒
坂
か
ら
北

へ
登
る
こ
と
約
４
㎞
。
標
高
約

５
０
０
ｍ
の
高
原
の
別
天
地
で
、

夏
は
過
ご
し
や
す
い
地
域
で
す
。

南
北
２
㎞
に
わ
た
り
、
の
ど
か

な
田
園
が
広
が
っ
て
い
ま
す
。

　

か
つ
て
、
黒
坂
へ
の
行
き
来

に
不
自
由
し
て
い
た
道
路
も
、

昭
和
49
年
に
は
県
道
（
菅
沢
日

野
線
）
に
昇
格
。
昭
和
50
年
代

に
は
、
道
路
改
良
や
舗
装
な
ど

の
整
備
が
進
め
ら
れ
、
車
で
の

交
通
が
開
け
て
い
き
ま
し
た
。

ま
た
約
20
㌶
の
ほ
場
整
備
で
、

農
業
が
近
代
化
し
、
天
郷
川
の

改
修
で
河
川
プ
ー
ル
も
で
き
ま

し
た
。
さ
ら
に
昭
和
60
年
に
は
、

日
南
町
菅
沢
を
経
由
し
て
、
米

子
方
面
へ
短
時
間
で
行
け
る

ル
ー
ト
が
整
備
さ
れ
、
自
動
車

が
あ
れ
ば
何
の
不
自
由
も
な
く

な
っ
た
と
い
え
る
な
ど
、
生
活

環
境
が
見
違
え
た
と
の
話
で
す
。

　

集
落
で
は
、
昔
か
ら
営
々
と

農
業
が
受
け
継
が
れ
て
い
ま
す
。

１
戸
当
た
り
の
耕
作
面
積
は
１

㌶
以
上
と
、
本
町
の
平
均
の
２

倍
以
上
の
面
積
を
持
ち
、
稲
作

を
中
心
に
、
畜
産
や
高
原
の
地

の
利
を
生
か
し
て
リ
ン
ド
ウ
な

ど
を
栽
培
。
ま
た
、
林
業
に
携

わ
る
か
た
わ
ら
シ
イ
タ
ケ
栽
培

に
も
取
り
組
み
、
県
椎
茸
品
評

会
で
好
成
績
を
上
げ
て
い
る
人

も
あ
り
ま
す
。

　

さ
ら
に
、
平
成
28
年
2
月
に

は
町
内
で
先
駆
け
て
、
農
事
組

合
法
人
「
天
郷
フ
ァ
ー
ム
」
を

立
ち
上
げ
、
生
産
性
の
向
上
と

高
齢
化
に
よ
る
農
地
の
荒
廃
防

止
に
も
努
め
て
い
ま
す
。

　

地
域
活
動
に
目
を
向
け

る
と
、
過
去
に
は
久
住
神

楽
が
あ
り
ま
し
た
が
、
現

在
は
、
見
た
こ
と
も
な
い

と
い
う
人
が
多
く
な
り
ま

し
た
。
ま
た
昭
和
50
年
代

ご
ろ
に
は
、
伝
統
あ
る
運

動
会
と
盆
踊
り
を
、
青
年

達
の
手
で
復
活
し
た
時
期

も
あ
り
ま
し
た
。

　

そ
ん
な
中
、
平
成
５
年

に
集
落
の
若
者
た
ち
が
、

夢
の
あ
る
久
住
を
つ
く
ろ
う
と

「
寿じ
ゅ
う
く来
の
会
」
を
結
成
。
餅
つ
き

な
ど
、
地
域
を
盛
り
上
げ
る
行
事

に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。
鳥
取
県

農
林
水
産
祭
（
鳥
取
市
）
に
は
10

年
に
わ
た
っ
て
参
加
。
１
日
に
１

袋
30
㎏
も
あ
る
も
ち
米
を
７
袋
も

つ
い
て
販
売
す
る
な
ど
、
日
野
町

を
ア
ピ
ー
ル
し
て
き
ま
し
た
。
現

在
も
町
内
外
の
各
種
イ
ベ
ン
ト
に

出
か
け
、
威
勢
の
良
い
姿
が
会
場

を
盛
り
上
げ
て
い
ま
す
。

　

平
成
8
年
に
は
若
者
を
中
心

に
久
住
集
落
の
未
来
を
夢
見
た

「
天
の
郷
」
構
想
を
図
化
し
、
現

在
、
久
住
集
会
所
に
掲
げ
ら
れ

て
い
ま
す
。

　

教
育
で
は
、
黒
坂
小
学
校
か
ら

遠
隔
地
に
あ
り
、
か
つ
て
子
ど
も

た
ち
は
４
年
生
ま
で
久
住
分
校
に

通
っ
て
い
ま
し
た
。
児
童
数
の
減

少
や
交
通
の
便
の
解
消
に
よ
り
、

休
校
、
季
節
間
分
校
を
経

て
、
平
成
24
年
に
廃
校
に
。

校
舎
は
取
り
壊
さ
れ
、
現

在
は
体
育
館
と
隣
接
す
る

集
会
所
が
地
域
に
引
き
継

が
れ
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
当
時
の
上
級
生

ら
は
、
歩
い
て
黒
坂
小
学

校
に
通
っ
て
い
た
こ
と
か

ら
、
自
然
と
健
脚
が
磨
か

れ
、
町
駅
伝
競
走
大
会
で

は
、
久
住
チ
ー
ム
が
昭
和

54
年
ま
で
、
一
般
の
部
で

21
回
連
続
優
勝
を
達
成
し

て
い
ま
す
。

　

ほ
か
の
集
落
同
様
、
過
疎
化
、

そ
し
て
少
子
高
齢
化
が
進
み
、

昭
和
35
年
に
31
世
帯
（
１
８
０

人
）、
平
成
27
年
に
は
18
世
帯

（
51
人
）
に
減
少
し
ま
し
た
。

　

し
か
し
、
現
在
も
一
人
暮
ら

し
の
高
齢
者
世
帯
が
な
い
こ
と

や
寿
来
の
会
を
は
じ
め
と
し
た

さ
ま
ざ
ま
な
地
域
活
動
な
ど
、

地
域
の
誇
り
や
活
力
は
失
わ
れ

て
い
ま
せ
ん
。
今
回
の
聞
き
取

り
に
集
ま
っ
て
い
た
だ
い
た
皆

さ
ん
か
ら
も
、「
環
境
の
良
い
地

を
守
り
、
か
つ
て
幻
の
滝
と
言

わ
れ
た
久
住
滝
を
復
活
さ
せ
、

活
性
化
に
つ
な
げ
た
い
」
な
ど

の
声
が
上
が
る
ほ
ど
。
将
来
を

夢
見
た
ま
ち
づ
く
り
へ
の
熱
い

思
い
が
こ
の
地
域
を
支
え
て
い

る
の
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

（
松
本
利
秋
＝
政
治
・
行
政
・
教

育
小
委
員
会
）

寿
来
の
会
が

地
域
を
盛
り
上
げ
る

道
路
整
備
や
ほ
場
整
備
で

生
活
環
境
が
一
変

第 20 回 『天の郷・久住地区』～「じげの宝」シリーズｖｏｌ.７～

「町史編さんだより」の 20回目は、政治・行政・教育小委員会が、地域の特徴や活動、
行事、祭り、昔話、自慢などを聞き取り、紹介する「じげの宝」をお送りします。

▲各種イベントで見せる息の合った餅つき

日野町史編さん室（ TEL ７２－０３４１） 22

▲町駅伝では鍛え上げた健脚で好成績をおさめた
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　たけしとようこは、捨てられていたダンボール箱でロボットを作り、「カ
ミイ」と名付けて幼稚園に連れて行きました。カミイは、「鋼鉄製の世界
一立派なロボットだよ」と周りに大威張り。
　カミイは、幼稚園でさまざまな問題を起こし、みんなからのけ者にされ
てしまいます。たけしとようこは、そんなカミイに戸惑いながら、一緒に
生活をしていきます。実はカミイは泣き虫で、自分の涙で溶けそうになる
ことも…。たけしとようこはそんなカミイをかわいそうに思い、なかなか
憎めません。
　ある日、幼稚園のみんなで野原に行く途中、ものすごいスピードで走っ

てきたダンプカーの目の前で園児が転んでしまいます。「世界一強いロボット」と自負しているカミイは、ダ
ンプカーめがけて突進していきましたが…。
　人によって感じ方はそれぞれですが、集団生活での子どもの心理をとらえた素晴らしい作品です。作者は
古田足日さんで、ほかには、「おしいれのぼうけん」などの作品があります。大人になって改めて読むと、い
ろいろ考えさせられます。長いお話ですが、年中・年長児あたりの年齢から読み聞かせてあげたい一冊です。

【日野町図書館  おすすめの 1 冊コーナー】

読んでみならんかな～

『ロボット・カミイ』
古田　足日   作　/　堀内　誠一　絵　/　福音館書店

職員が勝手に
ススメる１冊♪　

"今読みたい本〟が
　　 見つかるカモ!?

教育委員会からのお知らせ 12 月 4 日に教育委員会を開き、次の案件などに

ついて協議されました。

【教育委員会】
・一般報告として
▼「2017 ソフトテニス講習会㏌日野町」および

「第 16 回日野町民ミュージカル」について報告が

ありました。

▼冬休み子ども教室の開設について報告がありま

した。

・議事として
▼平成 29 年度日野町一般会計補正予算の提出に

ついて承認されました。

・その他
▼「コミュニティ・スクール研修会」の内容など

について、報告がありました。

《次回の予定》
日時：平成 30 年 1 月 9 日（火）午後 1 時 30 分

場所：役場第１会議室

※会議は公開しています。お気軽にお出かけくだ

さい。

この本を紹介してくれたのは…

瀧田さんからひと言：
　「今年度は、子育て支援室〝おひさまひろば〟を担当しています。参
加してくださる利用者の皆さんは、明るく楽しい方ばかりで、おひさま
ひろばには笑顔がいっぱいです。
　保育所は、大人も子どもも一緒に成長していける素敵な場所です。こ
れからも、日々いろいろなことを教えてくれる子どもたちに感謝しなが
ら頑張ります」

瀧
た き た

田  壮
そ う た

太ひのっこ保育所 保育士


